




Some Essays on Social Work Philosophy 
YOSH酌lORISHmATA 
はじ め に
I、，t ' i • ~i.í ilrのぬ引を3つiζ分けている。 第 1'1カリ




















候1~} JJ~ IJ F維産iíil~無作ノ 窮民ハ口今外地/述近ニ ヨ')
h 卜[J以内ノ分ん../ 縦WIJニ !~t シi奴"rû''11i 111J内務省へ IIJ
川:H此FT制h:t候・]J(傍点、Tt行)
ζの，jÎj文につつ今，救済の丸t~良を l"l 力条tζ分けてきひ
しく 規定している。'，1;，)8年7) J 3 1には「救U))ql消/節
調ftノ筒条lを:1:し，その第 l条では，救済の対象をδ
らにきひ しく規定し， 第2条ではつ主のようにいう。
第一二条 fn] tニヨ リi止返良市村内或ハ隣保ノtn王ニヨ
リI[ニ協救{t・米ノレ如キハ別段/給興ヲ乞ノ、サノレヲ以テ
本旨卜 λ(傍点Tt(j.) 






























































































































貧宮のÆがJド~'i1"ζ大きい乙とをのべている。明治 5 年1 1


















もの、ー 家を椛へ， 二 卜一年fijヨ同に米ると.z..;.，アへン
を吸し保子案内人余等凡せしゃ. 此処~l刊の-ω人






























. .jlll人間ノ )J'J~ノ\ ミナ会社ニテ成タノレモ/ナリ ，




ノナリ ， 仲間lハJt~寺会計ノ.必ニーノ日的ニ|刈テ， fv
体協力ス JレコトヲIjlf;-フモノナレハ， Jt L1(fJニ於テノ






~~~ιユ会良子。手 I主主手，ffil 主人支 fl5 



























































































































亡命忠志J主.;.j ~ JiJi1~ ~， ti.f !Ïutlt4.ゐ ~fjJ;ιシ会





トハナリタリ.爾後二 f':年間ノ 録、!とヲ維持 シ，後製
作貿易ヲ盛ニシテ ，;:_~弛i ヲ 純シ，初メハ百万 I Jノ巴
匁，今ハt'I八|・万/繁ハトナリタリ，此「ビソ卜ショー



























































































































































































































年 1))氏乍校を退'下して侃児院事業1:~Ij身 ， 以後|判山孤
































































































































のリ~IW収布施'(止は孤児島t (Orphannge， Orphan Asy-
1um)や感化院 C.Heformatory，House of Correc-
11り11) よ.、ゥ?，flI;からホーム，Y，i C Ilome)や学凶，




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注3 岩波文庫特令全権大使米欧回覧実記 2~ 
pp 39-41 
注4 前渇容校注 p409 
注5 前掲書 p 140 
注6 前掲舎 p 194ー 196
注7 前掲書 p 286-288 
注8 岩波文庫特令全権大使米欧回覧実記 3巻
p 75 
注9 前栂舎 p 75-76 
柴図.社会僑祉の哲学的基礎づ‘けについての覚えがき 一319-
注10 前掲舎 p 84-88 注22 前掲曾 p 512 
注1 前掲脅 p 217-218 注23 井上明府透稿 p 336 
注12 石井十次日記，明治28年9月21日 注24 鳳啓院小河滋次郎集 p346 
注目岩波新哲一路白頭Ic:至Jjる p 135 著・者によ 注25 西野田第i方面十五年史 p 56 
り現代語IC:要約されたものを引用 注26 鳳議院前掲書 p46 
注14 留岡幸助慈善問題(明治31年)p 74 注27 前t8書 p336 
注目井上友一教済制度要義(明治42)P 4 注28 前備容 p 180 
注16 前t白書 p 185 注目前t~-:!.} p 217 
注17 前掲tIJ p 190 注30 前t~t;!} p 245 
注18 前t8~} p 194 注31 現代社会福祉問題研究第8巻(大正8年)本邦
注19 前掲容 pp 200-202 社会事業，序文 p 347 
注20 前掲曾 pp 318-319 注32 :Jt上，前掲舎 pp 233-234 
注21前掲密 pp 414-415 注33 鳳曾院前渇書 p302 
(昭和58年1月8日受理)
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